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5.3 には組織の役割，責任及び権限が規定され，同 6.1.1a)及び b)には，“意図した成果を
達成できることを確実にする”，“望ましくない影響を防止又は低減する”とある．また，
情報セキュリティの事件・事故の対策として，付属書 A には，114 の管理策と 35 の管理目
的を掲げている． 
本研究では，さらに，抽出した組織タイプで，それぞれ異なる組織要因により事件が発
生していることから，個人情報保護マネジメントシステム，及び環境マネジメントシステ
ムで適用されている局面と影響の関係を明確にする方法を，５プロセスとして考案した． 
事件が発生するアスペクト（欠陥のある組織活動）とインパクト（欠陥が情報セキュリ
ティ上の事件に及ぼす影響）との関係を，それぞれに抽出した組織タイプごとに明確にし，
それぞれの組織改善策を導き出した．これらの考案したことに対して，日本のサウジアラ
ビア大使館IT部門，及びサウジアラビア大学イマム校アラビア語研究所で，５プロセスの
有効性を検証した． 
 
本研究は，事件が発生する組織上の欠陥を明確にしたのみでなく，組織の欠陥を改善す
るプロセスを提案したもので，他に本研究に類するものはなく，研究成果は評価しうる． 
 
以上から，アブドラ アルムバラクの論文は，提出された課程博士請求論文としての要
件を十分に満たしていると評価する．本審査委員会は，提出された博士請求論文を中心と
した学術試験を平成29年1 月30 日に行った結果，審査委員全員一致で合格であると判断す
る．なお，外国語能力に関しても，提出された請求論文が英語で記述しているとともに，
複数回国際会議で発表した実績から，合格と判断する． 
